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家 畜 診 療 日 誌  

                        西部基幹家畜診療所  山本 幹男 

 夏になると診療を終える頃には、車内にハエ

が飛来し入り込んでおり、窓を開け追い出しな

がら次の農家に向かう毎日です。イエバエだけ

なら鬱陶しいだけですが、サシバエ等の吸血昆

虫に刺されるとストレスも増幅します。家畜に

とっても夏の暑熱という大きなストレスの上に

吸血昆虫に刺されると、生産性の低下を助長し

ます。 

 飛来する吸血性節足動物のカ・ブユ・ハエ・

アブ等は吸血に際して血液の凝固を防ぐため多

量の唾液を注入します。これが抗原となって、

強い痒みや発疹を引き起こすことがあります。

またアブやブユの飛来音や刺咬によって強いス

トレスを与え、その結果、忌避行動、休息時間

の短縮、採食、反芻時間の短縮等によって栄養

吸収率の低下をきすこととなります。また、

カ・アブは特に種々なウイルス、細菌、寄生虫

等の病原体の伝般者となります。 

 カ（蚊）は前記したように種々な病気の媒介

者で障害が大きいものです。卵は比較的汚れた

水面に産み付けられ、幼虫（ボウフラ）は水中

で生活します。成虫は雌のみが吸血して、イエ

カ等は夜間に、ヤブカは日中や朝夕の暗がりで

活動し、吸血時以外は軒先や物陰で休息してい

ます。又カは夜間活動性で、日没から日の出の

間に大群で飛来して活動します。虫卵は湿地や

牛糞等に産み付けられ、そこで幼虫期、蛹期を

過ごします。ブエは成虫の雌のみが吸血し、発

生源は比較的きれいな流れのある水中で、山間

部に多く、カのように吻を皮膚内に差し込むの

ではなく、皮膚を傷つけて滲み出してくる血液

を吸血します。草刈をしていると、顔の前を飛

び回りイライラさせるあいつです。ハエはイエ

バエのように非刺咬性のものは、幼虫の餌とな

る有機物が豊富にある厨芥、糞尿、埋費、死体

等に発生します。吸血するサシバエは家畜、家

禽の糞便、堆肥が発生源で朝夕の２回吸血活動

を行い、それ以外は樹木や畜舎の陰に潜んでい

ます。またサシバエは昼夜、天候を問わず牛体

に居り、頭部を地表に向けて静止する習性があ

ります。アブは日中に活動し、ブユと同様の吸

血活動をしますので、強い痛みを与えます。吸

血後は野外に脱出し、産卵は牧野周辺の草葉の

陰で行われ、幼虫は湿った土壌（湿地・水田・

渓流沿いの泥中・朽木の苔の中等）中で 1～3年

を過ごします。 

 このように飛来性吸血昆虫は、種類によって

発生場所、活動場所、活動時間等が異なります。

そのため、これら飛来吸血昆虫の防除を考える

場合、何を対象に実施するかをあらかじめ明確

にしないと、効果が得られなかったり、いたず

らに牛体や環境を汚染することとなります。直

ちに殺虫剤を散布するのではなく、これら吸血

昆虫の発生源は、人畜の周辺環境から発生・発

育・増殖するので、それらの発生源に対する対

策が重要です。周知のことですが、身近な環境

整備として、人家、畜舎内外の整理・清掃・排

水・除糞・通風・換気・採光・除草等を行い、

害虫が生息しにくくします。その上で科学的防

除（薬剤による防除）を実施すべきでしょう。 

 最近のエコブームのせいか蚊帳を吊る家庭が

増えているそうです。畜舎にも何年も前から蚊

帳の代りの寒冷紗を周りに張り、飛来吸血昆虫

の侵入を防いでいる酪農家がいます。また日暮

れになると、牛舎の周りに植えてある樹木に集

まったサシバエに殺虫剤を散布して、殺虫効果

を上げている酪農家もいます。畜産の盛んな地

域では、ハエ等の発生が毎年尋常でなく、個人

の努力では解決せず、地域全体としての取り込

みが必要でしょう。害虫の撲滅を考えるのでは

なく、人畜の生活に支障が出ない程度に抑制す

ることで、化学物質の残留、汚染や害虫等の畜

産公害を出さない環境にしたいものです。 


